
サステナビリティマネジメント

当社は、様々な事業活動に合わせたサステナビリティマネジメントを通じて、サプライチェーンや事業投資先における 

人権・労働及び環境等への配慮に努めています。

人権デューデリジェンス

当社グループは、2019年4月に策定した伊藤忠グループ「人権方針」に基づき、人権尊重を促進する責任を果たすため、 
当社グループの企業活動が社会に与え得る人権へのマイナス影響の特定と評価を行い、適切な手段を通じてその防止や 

軽減を図っています。
　2019～2020年度は食料カンパニーにおける「パーム油、コーヒー豆、パイナップル」、2021年度は金属カンパニーに 

おける「石炭、アルミ、鉄鉱石、プラチナ、ニッケル、金属ケイ素」を調査すべき対象として特定し、人権デューデリ 

ジェンスの進捗や結果等を開示しています。人権デューデリジェンスで確認された課題については、インタビューや 

追加アンケート調査等のサプライヤーエンゲージメントを実施すると共に、今後の対応方針に関する協議や是正依頼を 

行い、毎年実施しているサプライチェーン・サステナビリティ調査等において、進捗をフォローしています。引続き、 
優先的に調査すべき商材を特定した上で、早期に全事業領域の分析を推進していく方針です。

サプライチェーン・サステナビリティ調査

当社は、取引の開始前に「サプライチェーン・サステナビリティ行動指針」をすべてのサプライヤーに通知し、当社の 

サステナビリティ方針に関するコミュニケーションを深めた上で、取引の開始後は、アンケート形式のサステナビリティ 

調査を毎年実施しています。
　このアンケートは、ISO26000の7つの中核主題 *を必須調査項目とする設問で構成されています。高リスク国・取扱 

商品・取扱金額等の一定のガイドラインに基づき重要サプライヤーを選定しており、当該サプライヤーからのアンケート 

回答の入手後、各カンパニーの営業担当者や海外現地法人・グループ会社の営業担当者がサプライヤーと面談を行い、 
アンケートの回答に基づくヒアリング（毎年約300社）を実施しています。
　ヒアリングの結果、「サプライチェーン・サステナビリティ行動指針」の趣旨に違反する事例が確認された場合には、 
対象となるサプライヤーに是正措置を求めると同時に、必要に応じて現地調査を行い、指導や改善支援を行っています。
　このような調査・レビュー等の取組みを通じて、サプライチェーンにおける実態把握と問題発生の未然防止に努めて 

いく方針です。
* 組織統治、人権、労働慣行、環境、公正な事業慣行、消費者課題、コミュニティへの参画及びコミュニティの発展

商品毎の個別調達方針の策定

当社は、「サステナビリティ推進基本方針」及びサプライヤーへの「サプライチェーン・サステナビリティ行動指針」に 

基づき、持続可能な原材料・商品の調達に努めています。また、責任ある調達を行うために、以下の個別調達方針を
策定し、各方針に基づき取組みを実施しています。

自然林と森林資源保護に 
関する調達方針 天然ゴム調達方針 持続可能なパーム油の調達方針 カカオ豆調達方針

コーヒー豆調達方針 原料鰹鮪類調達方針 Canopyとのセルロースファイバー
（MMCF）の調達方針

商品毎の個別調達方針の詳細な開示は当社ウェブサイトをご参照ください。
  https://www.itochu.co.jp/ja/csr/society/value_chain/activity/ 　

サプライチェーン・サステナビリティ調査の詳細な開示は当社ウェブサイトをご参照ください。　
  https://www.itochu.co.jp/ja/csr/society/value_chain/system/

事業の網羅的な人権リスクアセスメント、各種文献調査、営業部署へのインタビュー調査

リスク分析結果に基づき、優先調査対象ビジネス・対象国のサプライヤー 

（間接取引先を含む）にアンケート調査を実施

インタビューや追加アンケート調査等のサプライヤーエンゲージメント実施

人権課題の把握・今後の対応方針協議・是正依頼

サプライチェーン・サステナビリティ調査等での進捗フォロー

人権デューデリジェンスの実施フロー

カンパニー 商材 対象国
地域

調査対象とした
人権課題等 アンケート対象会社数

サプライヤー 
エンゲージメント
対象会社数

課題

食料

パーム油 マレーシア
インドネシア

・児童労働
・適正賃金
・適正労働時間
・職場における差別
・強制労働
・ 結社の自由と  
団体交渉権
・移民労働者の権利
・労働安全衛生
・ 苦情窓口の設置、  
運用状況等

1次サプライヤー：12社 
2次・3次サプライヤー：19社 2社

パーム油・コーヒー豆について、
農園における苦情処理窓口 
（グリーバンスメカニズム）の運用
状況と周知方法の改善を継続
フォロー

コーヒー豆

ブラジル
グアテマラ
メキシコ
コロンビア等

1次サプライヤー：18社 
2次・3次サプライヤー：49社 5社

パイナップル シエラレオネ 業務委託先：3社 ―

金属

プロジェクト 
（石炭・アルミ・鉄鉱石・ 
プラチナ・ニッケル）

東南アジア
南米
南アフリカ

・強制労働
・児童労働
・差別
・ 結社の自由と  
団体交渉権
・土地の問題
・労働時間、賃金
・労働安全衛生
・ コミュニティへの負
の影響（先住民の 
権利侵害の有無等）
・水と衛生等

サプライヤー：19社 4社

繁忙期の時間外労働、地域 
住 民 向け苦 情 処 理 窓 口 
（グリーバンスメカニズム）の 
設置と運用について、サプライ
チェーン・サステナビリティ調査
により継続フォロー

トレード 
（石炭・金属ケイ素等） アジア全域

2021年度 調査対象社数の地域別内訳

欧州・CIS

9社 中国
69社

アジア（除く中国）
167社

中南米
21社大洋州

6社

アフリカ
12社

中東
4社

人権デューデリジェンスの詳細な開示は当社ウェブサイト
をご参照ください。

  https://www.itochu.co.jp/ja/csr/society/
human_rights/
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